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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月24日(2018.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘッドマウントディスプレイに画像を出力することによって提供される仮想空間内で、
前記画像を変更するための画像変更システムであって、
　前記画像を前記ヘッドマウントディスプレイに出力する画像出力手段と、
　前記仮想空間内の位置を指定する位置指定手段と、
　タイミングを指定するタイミング指定手段と、
　前記指定されたタイミングで、前記指定された位置近傍の表示態様の変更情報を出力す
る表示態様変更情報出力手段と、
を備え、前記表示態様変更情報出力手段の出力に基づいて前記仮想空間内の画像を変更さ
せることを特徴とする画像変更システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像変更システムにおいて、前記表示態様の変更がオブジェクト及び
／又はアクションの変更であることを特徴とする画像変更システム。
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【請求項３】
　請求項１又は２に記載の画像変更システムにおいて、前記位置指定手段は、前記仮想空
間内の位置をランダムに指定し、前記タイミング指定手段はタイミングをランダムに指定
することを特徴とする画像変更システム。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の画像変更システムにおいて、前記表示態様変更情
報出力手段は、予め用意された複数の表示態様の中から１つをランダムに選択して出力す
ることを特徴とする画像変更システム。
【請求項５】
　請求項１又は２に記載の画像変更システムにおいて、前記位置指定手段は、現実空間内
を移動する１又は複数のオブジェクトの現実空間内の位置情報に基づいて仮想空間内の位
置を指定することを特徴とする画像変更システム。
【請求項６】
　請求項５に記載の画像変更システムにおいて、前記表示態様変更情報出力手段は、予め
用意された複数の表示態様の中から選択された表示態様の情報に基づいて前記指定された
位置近傍の表示態様の変更情報を出力することを特徴とする画像変更システム。
【請求項７】
　請求項６に記載の画像変更システムにおいて、前記予め用意された複数の表示態様の中
から選択された表示態様は、前記１又は複数のオブジェクトとともに移動する選択デバイ
スにより指定されることを特徴とする画像変更システム。
【請求項８】
　請求項６に記載の画像変更システムにおいて、前記予め用意された複数の表示態様の中
から選択された表示態様は、前記１又は複数のオブジェクトのジェスチャにより指定され
ることを特徴とする画像変更システム。
【請求項９】
　請求項５に記載の画像変更システムにおいて、前記現実空間内の位置情報は、前記現実
空間内を移動する１又は複数のオブジェクトの発生する音を集音手段により収集すること
により取得された音源位置の情報であり、前記表示態様変更情報出力手段は、前記１又は
複数のオブジェクトの発生する音を解析し該解析結果に基づいて前記指定された位置近傍
の表示態様の変更情報を出力することを特徴とする画像変更システム。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の画像変更システムにおいて、前記仮想空間は仮想
現実（Virtual Reality）空間であることを特徴とする画像変更システム。
【請求項１１】
　仮想空間内で画像を変更するための画像変更方法であって、
　コンピュータが仮想空間内の位置を指定するステップと、
　コンピュータがタイミングを指定するステップと、
　コンピュータが前記指定されたタイミングで、前記指定された位置近傍の表示態様の変
更情報を出力するステップと、
を備え、前記各ステップに基づいて前記仮想空間内の画像を変更させることを特徴とする
画像変更方法。
【請求項１２】
　コンピュータに請求項１１に記載の方法を実行させるためのプログラム。
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